
漢
文
勉
強
会
：
『
三
国
志
』
呂
布
伝
よ
り

作
成
：
ひ
ろ
お

■

第
１
節
　
最
強
の
表
現

呂
布
，
字
は
奉
先
な
り
。
五
原
郡
の
九
原
の
人
な
り
。
驍
武
を
以
て
，
并
州
に
給
す
。

○

烏
丸
伝
に
曰
く
：
蹋
頓
は
，
ま
た
驍
武
た
り
。
辺
の
長
老
は
，
皆
こ
れ
を
冒
頓
に
比
ぶ
。

刺
史
の
丁
原
は
，
騎
都
尉
と
な
り
，
河
内
に
屯
す
。
布
を
以
て
主
簿
と
な
す
。

大
ひ
に
親
し
く
待
せ
ら
る
。

靈
帝
の
崩
ず
る
や
，
原
は
兵
を
將
ゐ
，
洛
陽
に
詣
づ
。
何
進
と
と
も
に
，
諸
黄
門
を
誅
さ
ん
と
謀
る
。

執
金
吾
を
拜
す
。
進
の
敗
る
る
や
，
董
卓
は
京
都
に
入
り
，
ま
さ
に
乱
を
な
さ
ん
と
す
。

原
を
殺
し
、
そ
の
兵
衆
を
あ
わ
さ
ん
と
欲
す
。
卓
は
，
布
の
原
に
信
ぜ
ら
る
を
以
て
，

布
を
誘
ひ
，
原
を
殺
さ
し
む
。
布
は
原
の
首
を
斬
り
て
，
卓
に
詣
づ
。

卓
は
布
を
以
て
，
騎
都
尉
と
な
す
。
は
な
は
だ
，
こ
れ
を
愛
信
し
，
誓
ひ
て
父
子
と
な
る
。

布
は
弓
馬
に
便
し
，
膂
力
は
人
に
過
ぐ
。
號
し
て
，
飛
將
と
な
す
。

○

董
卓
伝
曰
：
卓
は
，
膂
力
は
人
に
過
ぎ
，
左
右
に
馳
せ
射
る
。
羌
胡
の
畏
る
る
所
と
な
る
。

○

任
城
威
王
の
彰
は
，
字
を
子
文
と
い
う
。
少
く
し
て
射
御
を
善
く
す
。
膂
力
は
人
に
過
ぐ
。

　
手
ず
か
ら
，
猛
獣
と
格
す
。

や
や
し
て
中
郎
將
に
遷
り
至
る
。
卓
は
自
ら
，
人
を
遇
す
る
に
礼
な
き
を
以
て
，

人
の
己
を
謀
る
を
恐
る
。
行
く
も
止
ま
る
も
，
つ
ね
に
布
を
以
て
，
自
ら
衛
ら
し
む
。

然
る
に
卓
は
，
性
は
剛
に
し
て
褊
た
り
。
忿
り
て
は
，
難
を
思
わ
ず
。
か
つ
て
小
さ
く
意
を
失
ひ
，

手
戟
を
拔
き
て
，
布
に
擲
ぐ
。
布
は
拳
捷
し
て
，
こ
れ
を
避
く
。

卓
の
た
め
に
顧
謝
す
。
卓
の
意
は
，
ま
た
解
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
陰
か
に
卓
を
怨
む
。

卓
は
常
に
，
布
を
し
て
，
中
閤
を
守
ら
し
む
。



布
と
，
卓
の
侍
婢
と
は
，
私
に
通
ず
。
事
の
発
覚
す
る
を
恐
れ
，
心
は
自
ら
安
ぜ
ず
。

○

史
記
李
広
伝
曰
：
広
は
右
北
平
に
居
る
。
匈
奴
は
こ
れ
を
聞
き
，
號
し
て
曰
く
、
漢
の
飛
將
軍
。

○

漢
書
李
広
伝
曰
：
広
は
郡
に
あ
り
，
匈
奴
は
號
し
て
曰
く
、
漢
飛
將
軍
。
こ
れ
を
避
く
。

■

第
２
節
　
１
ヶ
月
半
の
天
下

こ
れ
よ
り
先
，
司
徒
の
王
允
は
，
布
の
州
里
で
壯
健
た
る
を
以
て
，
厚
く
接
納
す
。

の
ち
に
布
は
允
を
詣
で
，
卓
に
幾
た
び
か
，
殺
さ
る
る
の
状
を
陳
ぶ
。

時
に
允
は
，
密
か
に
卓
を
誅
さ
ん
と
謀
る
。
こ
れ
を
以
て
，
布
に
告
げ
，
内
応
せ
し
む
。

布
曰
：
「
父
子
の
如
く
あ
る
を
，
い
か
ん
せ
ん
」

允
曰
：
「
君
自
姓
呂
，
本
ヨ
リ

非
二

骨
肉
一

。
今
憂
レ

死
，
不
レ

暇
。
何
ゾ

謂
二

父
子
一

？
」

布
は
遂
に
，
こ
れ
を
許
し
，
刃
を
手
に
し
，
卓
を
刺
す
。
語
ハ

在
二

卓
傳
一

。

允
は
布
を
以
て
，
奮
武
將
軍
と
し
，
節
を
假
ら
し
め
，
儀
は
三
司
に
比
す
。
進
め
て
温
侯
に
封
ず
。

共
に
朝
政
を
秉
す
。
布
は
卓
を
殺
し
て
よ
り
後
，
涼
州
人
を
畏
れ
惡
む
。
涼
州
人
は
，
皆
怨
む
。

こ
れ
に
よ
り
，
李
傕
等
は
，
遂
に
相
ひ
結
び
，
還
り
て
長
安
城
を
攻
む
。

○

英
雄
記
曰
：
郭
汜
は
城
北
に
在
り
。
布
は
城
門
を
開
く
。
兵
を
將
ゐ
て
，
汜
に
就
き
て
，
言
ふ
。

　
「
且
卻
レ

兵
，
但
身
，
決
二

勝
負
一

。
」
汜
・
布
は
、
す
な
わ
ち
独
り
，
共
に
対
戰
す
。

　
布
は
矛
を
以
て
，
汜
を
刺
し
中
つ
。
汜
の
後
騎
は
，
遂
に
前
し
て
汜
を
救
ふ
。

　
汜
・
布
は
，
遂
に
各
と
も
に
罷
る
。

布
は
拒
む
あ
た
は
ず
。
傕
ら
は
，
遂
ひ
に
長
安
に
入
る
。
卓
の
死
後
，
六
旬
な
り
。
布
は
ま
た
敗
る
。

○

臣
松
之
案
，
英
雄
記
曰
：
諸
書
，
布
は
四
月
二
十
三
日
を
以
て
卓
を
殺
す
。
六
月
一
日
に
敗
走
す
。

　
時
に
ま
た
閏
な
し
。
六
旬
に
及
ば
ず
。
数
百
騎
を
將
ゐ
，
袁
術
を
詣
で
ん
と
欲
す
。

■

３
節
　
武
力
の
真
価

布
は
自
ら
，
卓
を
殺
し
た
る
を
以
て
，
術
の
た
め
に
讎
に
報
ゆ
。
以
て
こ
れ
を
徳
と
せ
ん
と
を
欲
す
。



術
は
，
そ
の
反
覆
た
る
を
惡
む
。
拒
み
て
受
け
ず
。

北
の
か
た
袁
紹
を
詣
づ
。
紹
と
布
は
，
張
燕
を
常
山
に
撃
つ
。
燕
の
精
兵
は
万
余
，
騎
は
数
千
。

布
は
良
馬
を
有
ち
，
赤
兔
と
曰
ふ
。

○

曹
瞞
伝
曰
：
時
人
は
語
り
て
曰
く
「
人
中
有
二

呂
布
一

，
馬
中
有
二

赤
兔
一

。
」

遂
ひ
に
燕
の
軍
を
破
る
。
而
し
て
兵
衆
を
益
さ
ん
と
求
む
。
將
士
は
鈔
掠
し
，
紹
は
こ
れ
を
患
忌
す
。

布
は
，
そ
の
意
を
覚
り
て
，
紹
よ
り
去
ら
ん
こ
と
求
む
。

紹
の
恐
る
る
は
，
還
り
て
己
の
た
め
に
害
を
な
さ
ん
こ
と
を
。
壯
士
を
遣
わ
し
，
夜
に
布
を
掩
殺
す
。

獲
ら
ず
。
事
は
露
わ
と
な
り
，
布
は
河
内
に
走
ぐ
。

■

第
４
節
　
軍
師
、
陳
宮
の
思
惑

興
平
元
年
，
太
祖
は
，
ま
た
陶
謙
を
征
す
。
張
邈
の
弟
た
る
超
は
，
太
祖
の
將
た
る
陳
宮
と
，

と
も
に
太
祖
に
叛
す
を
謀
る
。
宮
は
邈
に
説
き
て
曰
く
，

「
今
，
州
軍
は
東
に
征
き
，
其
処
は
空
虚
た
り
。
呂
布
は
壯
士
な
り
。

若
し
権
り
て
，
こ
れ
を
迎
え
な
ば
，
共
に
兗
州
を
牧
す
べ
し
。

天
下
の
形
勢
を
観
る
に
，
時
事
の
変
通
を
俟
つ
。
こ
れ
ま
た
，
縱
横
の
一
時
な
り
。
」

邈
は
，
こ
れ
に
従
う
。

○

魚
氏
典
略
曰
：
陳
宮
，
字
は
公
台
，
東
郡
の
人
な
り
。
剛
直
に
し
て
烈
壯
た
り
。

　
天
下
の
乱
る
る
に
及
び
，
始
め
太
祖
に
隨
ふ
。
後
に
自
ら
疑
ひ
，
す
な
わ
ち
呂
布
に
従
う
。

　
布
の
た
め
に
畫
策
す
。
布
は
毎
も
，
其
計
に
従
わ
ず
。

太
祖
初
，
使
宮
將
兵
，
留
屯
東
郡
，
遂
以
其
衆
，
東
迎
布
，
為
兗
州
牧
，
拠
濮
陽
。

郡
県
皆
応
，
唯
鄄
城
、
東
阿
、
范
，
為
太
祖
守
。

太
祖
引
軍
還
，
與
布
戦 

於
濮
陽
，
太
祖
軍
不
利
，
相
持 

百
余
日
。

是
時 

歳
旱
、
蟲
蝗
、
少
穀
，
百
姓
相
食
，
布
東 

屯
山
陽
。

二
年
の
間
，
太
祖
は
乃
ち
，
盡
く
ま
た
諸
城
を
收
む
。
布
を
鉅
野
に
擊
破
す
。
布
は
，
劉
備
に
奔
る
。



○
英
雄
記
曰
：
布
は
備
に
見
え
，
は
だ
は
だ
こ
れ
を
敬
う
。
備
に
謂
ひ
て
曰
く
。

　
「
我
と
卿
と
は
，
同
じ
く
辺
地
の
人
な
り
。
布
の
卓
を
殺
し
て
東
に
出
で
る
や
，

　
関
東
の
諸
將
は
，
布
を
安
ず
る
者
な
く
，
皆
，
布
を
殺
さ
ん
と
欲
す
の
み
。
」

　
備
を
名
ん
で
，
弟
と
す
。
備
は
見
ゆ
る
に
，
布
の
語
る
言
は
，
常
な
し
。
外
然
之
，
而
内
不
説
。

邈
は
布
に
従
ふ
。
超
を
留
め
，
家
属
を
將
ゐ
て
，
雍
丘
に
屯
せ
し
む
。

太
祖
は
，
攻
囲
す
る
こ
と
数
月
。
こ
れ
を
屠
る
。
超
お
よ
び
，
そ
の
家
を
斬
る
。

邈
は
袁
術
に
詣
で
，
救
ひ
を
請
ふ
。
未
だ
至
ら
ず
し
て
，
自
ら
そ
の
兵
の
殺
す
所
と
な
る
。

■

第
５
節
　
袁
術
の
徐
州
刺
史

備
は
東
に
術
を
擊
つ
。
布
は
襲
ひ
て
，
下
邳
を
取
る
。
備
は
還
り
て
，
布
に
帰
す
。

布
は
，
備
を
遣
り
て
，
小
沛
に
屯
せ
し
む
。
布
は
自
ら
，
徐
州
刺
史
を
称
す
。

○

英
雄
記
曰
：
布
は
初
め
，
徐
州
に
入
る
や
，
書
を
袁
術
に
與
ふ
。
術
は
書
に
報
い
て
曰
く
。

「
將
軍
は
卓
を
誅
し
，
そ
の
頭
首
を
送
る
。
術
の
た
め
に
，
讎
恥
を
掃
滅
す
。
そ
れ
功
一
也
。

　
金
元
休
は
兗
州
に
向
ふ
。
曹
操
の
た
め
に
，
逆
し
，
拒
み
破
る
る
所
と
な
る
。
　

　
將
軍
は
兗
州
を
破
る
。
術
ま
た
，
遠
近
に
明
目
す
。
そ
れ
功
二
也
。

　
術
は
生
れ
た
る
年
よ
り
已
に
来
る
ま
で
，
天
下
に
劉
備
あ
る
を
聞
か
ず
。
備
は
乃
ち
，

　
兵
を
舉
げ
，
術
と
対
戰
す
。
以
て
備
を
破
る
を
得
。
そ
れ
功
三
也
。

　
將
軍
は
，
三
大
功
あ
り
。
將
軍
は
連
年
，
攻
戰
す
。
軍
糧
は
少
き
に
苦
し
む
。

　
い
ま
米
二
十
万
石
を
送
ら
ん
。
」

　
布
は
書
を
得
て
，
大
ひ
に
喜
ぶ
。
遂
ひ
に
下
邳
に
造
る
。

○

英
雄
記
曰
：
備
の
中
郎
將
，
丹
楊
の
許
耽
は
，
來
り
て
布
に
詣
じ
，
言
ふ
。

「
張
益
德
と
，
下
邳
相
の
曹
豹
は
，
共
に
爭
ふ
。
益
德
は
豹
を
殺
す
。
城
中
は
大
ひ
に
乱
れ
，

　
相
ひ
信
ぜ
ず
。
將
軍
の
兵
は
，
城
の
西
門
に
向
へ
。
丹
楊
の
軍
は
，
す
な
わ
ち
門
を
開
き
，

　
將
軍
に
内
す
な
り
。
」
布
は
遂
ひ
に
夜
に
進
み
，
晨
に
城
下
に
到
る
。



○
英
雄
記
曰
：
建
安
元
年
六
月
夜
半
時
，
布
將
タ
ル

河
内
ノ

郝
萌
ハ

反
ス

。

　
都
督
高
順
，
斫
萌
首
。
萌
將
曹
性
，
反
萌
。
布
問
性
，
言
「
萌
受
，
袁
術
謀
．
」

　
「
謀
者
，
悉
ク
ハ

誰
ゾ

？
」
　
性
言
「
陳
宮
同
ジ
ク

謀
．
」

　
時
宮
在
二

坐
上
一

，
面
赤
，
傍
人
悉
ク

覺
レ

之
．
布
以
二

宮
大
將
ナ
ル
ヲ

一

，
不
レ

問
也
．

■

第
６
節
　
市
場
の
原
理

術
は
，
將
の
紀
靈
ら
を
遣
わ
し
，
歩
騎
三
萬
に
て
備
を
攻
む
。
備
は
救
ひ
を
布
に
求
む
。

布
の
諸
將
は
，
布
に
謂
ひ
て
曰
く
，

「
將
軍
は
常
に
，
備
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
今
は
術
に
，
手
を
假
す
べ
し
。
」

布
曰
く
、
「
然
ら
ず
。
術
は
若
し
，
備
を
破
ら
ば
，
則
ち
北
は
泰
山
の
諸
將
に
連
な
る
。

吾
は
術
の
た
め
に
，
囲
の
中
に
あ
り
。
救
は
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。
」

す
な
わ
ち
歩
兵
千
、
騎
二
百
を
厳
し
，
馳
せ
て
往
き
，
備
に
赴
く
。

靈
ら
は
，
布
の
至
る
を
聞
き
，
皆
，
兵
を
斂
め
，
敢
へ
て
複
た
攻
め
ず
。

○

臧
覇
伝
曰
：
臧
霸
，
字
宣
高
，
泰
山
華
人
也
。
父
戒
，
據
法
不
聽
，
太
守
欲
所
私
殺
。
太
守
大
怒
，
令
收
戒
，
時
送
者
百
餘
人
。

　
霸
年
十
八
，
將
客
數
十
人
，
徑
於
費
西
山
中
，
要
奪
之
。
送
者
，
莫
敢
動
。
因
與
父
俱
，
亡
命
東
海
，
由
是
以
勇
壯
聞
。

　
黃
巾
起
，
霸
從
陶
謙
，
擊
破
之
。
拜
騎
都
尉
。
遂
收
兵
於
徐
州
。
與
孫
觀
、

敦
、
尹
禮
等
並
聚
衆
。
霸
為
帥
，
屯
於
開
陽
。

吳

　
太
祖
之
討
呂
布
也
，
霸
等
將
兵
助
布
。
既
禽
布
，
霸
自
匿
。
太
祖
募
索
得
霸
，
見
而
悅
之
。

　
太
祖
以
霸
為
琅
邪
相
，
敦
利
城
、
禮
東
莞
、
觀
北
海
、
康
城
陽
太
守
。
割
青
、
徐
二
州
，
委
之
於
霸
。

布
は
，
沛
の
西
南
一
裏
に
屯
を
安
ず
。

靈
ら
は
，
ま
た
布
に
，
共
に
飲
食
せ
ん
と
請
ふ
。
布
は
靈
ら
に
謂
ひ
て
曰
く
，

「
玄
德
，
布
弟
也
。
弟
為
二

諸
君
一

所
レ

困
，
故
來
救
レ

之
。

　
布
性
不
レ

喜
二

合
鬥
一

，
但
喜
レ

解
レ

鬥
耳
。
」

布
は
，
門
候
に
令
し
，
營
門
中
に
，
一
隻
の
戟
を
挙
げ
し
む
。
布
は
言
ふ
。

「
諸
君
ハ

観
二

布
射
戟
小
支
一

，
一
發
中
者
，
諸
君
當
解
去
，
不
レ

中
可
二

留
決
鬥
一

。
」

布
は
弓
を
挙
げ
，
戟
を
射
る
。
正
に
小
支
に
中
る
。
諸
將
は
皆
，
驚
き
て
言
ふ
。



「
將
軍
は
，
天
威
な
り
。
」
明
日
，
複
た
勧
会
し
，
然
る
後
に
，
各
罷
る
。

■

第
７
節
　
軍
師
、
陳
珪
の
怨
み

術
は
布
と
結
び
て
，
援
と
為
さ
ん
と
欲
す
。
す
な
わ
ち
子
の
た
め
，
布
女
を
索
す
。
布
許
之
。

術
は
韓
胤
を
遣
り
て
，
僭
號
を
以
て
議
す
。
布
に
告
げ
，
並
せ
て
婦
を
迎
へ
ん
と
求
む
。

沛
相
の
陳
珪
は
，
術
・
布
に
婚
の
成
る
を
恐
る
。
こ
こ
に
お
い
て
，
往
き
て
布
に
説
き
て
曰
く
。

「
曹
公
は
，
天
子
を
奉
迎
す
。
今
，
術
と
婚
を
結
ば
ば
，
天
下
に
，
不
義
之
名
を
受
け
む
。
」

布
は
ま
た
，
術
の
初
め
に
，
己
を
受
け
ざ
る
を
怨
む
。
女
は
，
已
に
塗
に
在
れ
ど
も
，

追
ひ
て
還
し
，
婚
を
絶
つ
。

術
は
怒
り
，
大
將
の
張
勳
を
遣
わ
し
，
布
を
攻
む
。
勳
は
，
大
ひ
に
破
敗
す
。

始
め
，
布
は
徐
州
牧
を
求
む
。
除
せ
ら
れ
ず
。
布
は
怒
り
て
，
戟
を
拔
き
て
珪
に
曰
く
，

「
卿
は
吾
に
，
曹
公
と
協
同
せ
ん
と
勧
む
。
公
路
と
婚
す
る
を
絶
つ
。

　
い
ま
吾
は
，
求
む
る
所
を
一
も
獲
る
こ
と
な
し
。
卿
の
売
る
所
と
な
る
の
み
」

■

第
８
節
　
陳
宮
と
高
順

建
安
三
年
，
布
は
複
た
，
術
の
た
め
に
叛
く
。
高
順
を
遣
り
，
劉
備
を
沛
に
攻
む
。
こ
れ
を
破
る
。

太
祖
は
夏
侯
惇
を
遣
わ
し
，
備
を
救
へ
ど
も
，
順
の
た
め
に
敗
ら
る
。
太
祖
は
自
ら
布
を
征
つ
。

そ
の
城
下
に
至
る
。
太
祖
は
布
に
書
を
遺
し
，
た
め
に
禍
福
を
陳
ぶ
。

布
は
降
ら
ん
と
欲
す
。
陳
宮
ら
，
自
ら
罪
を
負
ふ
に
深
き
を
以
て
，
そ
の
計
を
沮
む
。

○

獻
帝
春
秋
曰
：
布
は
白
門
樓
の
上
に
て
，
軍
士
に
謂
ひ
て
曰
く
，
「
我
當 

自
首
明
公
。
」

　
陳
宮
曰
：
「
逆
賊
曹
操
，
何
等
明
公
！ 

今
日
降
之
，
若
卵
投
石
，
豈
可
得
全
也
！
」

布
は
人
を
遣
り
て
，
術
に
救
ひ
を
求
む
。
術
は
ま
た
，
救
ふ
能
は
ず
。

○

英
雄
記
曰
：
布
の
恐
る
る
は
，
術
は
女
の
至
ら
ず
し
て
、
故
に
兵
を
遣
し
て
救
わ
ざ
る
な
り
。

　
綿
纏
し
た
女
の
身
を
以
て
，
馬
上
に
縛
著
す
。
夜
に
自
ら
女
を
送
り
，
出
で
て
術
に
与
へ
ん
と
す
。



　
太
祖
の
守
兵
と
，
相
ひ
觸
す
。
格
射
さ
れ
，
過
ぎ
る
を
得
ず
。
ま
た
城
に
還
る
。

○

英
雄
記
曰
：
布
は
，
陳
宮
・
高
順
を
し
て
，
城
を
守
ら
し
め
ん
と
欲
す
。

　
自
ら
騎
を
將
ゐ
，
太
祖
の
糧
道
を
断
た
ん
と
欲
す
。

　
布
の
妻
は
，
謂
ひ
て
曰
く
：
「
將
軍
の
一
た
び
出
づ
る
や
，
宮
・
順
は
，
必
ず
心
を
同
じ
く
せ
ず
。

　
將
軍
は
當
に
，
何
ず
こ
に
於
い
て
自
立
せ
ん
や
？ 

い
ま
須
ら
く
妾
を
顧
み
ざ
る
な
り
。
」

　
布
は
妻
の
言
を
得
，
愁
悶
す
。
自
ら
決
す
能
は
ず
。

■

第
９
節
　
最
期
の
面
接

布
は
驍
猛
と
雖
へ
ど
も
，
然
る
に
謀
な
く
，
猜
忌
は
多
し
。
能
く
其
党
を
制
禦
せ
ず
。

ゆ
え
に
戰
ふ
毎
に
，
多
く
敗
る
。
太
祖
の
塹
囲
は
，
三
月
。
上
下
は
離
心
す
。

其
將
の
侯
成
、
宋
憲
、
魏
續
は
，
陳
宮
を
縛
り
て
，
降
る
。
遂
ひ
に
生
き
て
布
を
縛
る
。

布
曰
：
「
縛
太
急
，
小
緩
レ

之
。
」
太
祖
曰
：
「
縛
虎 

不
レ

得
レ

不
レ

急
也
。
」

布
請
曰
：
「
明
公
の
患
ふ
所
，
布
に
過
ぎ
ざ
る
。
い
ま
已
に
服
す
。
天
下
は
憂
ふ
る
に
足
ら
ず
。

明
公
は
步
を
將
ゐ
，
布
に
騎
を
將
ゐ
し
め
よ
。
す
な
わ
ち
天
下
は
，
定
む
る
に
足
ら
ざ
る
や
。
」

太
祖
は
，
疑
色
あ
り
。
劉
備
は
進
み
て
曰
く
、

「
明
公
は
，
布
の
丁
建
陽
お
よ
び
董
太
師
に
事
ふ
る
を
見
ず
や
」
太
祖
は
，
こ
れ
に
頷
く
。

布
は
因
り
て
備
を
指
し
て
曰
く
「
是
兒
ハ

最
モ

不
レ

能
レ

信
者
。
」

こ
れ
に
お
い
て
，
布
を
縊
殺
す
。
布
と
宮
、
順
ら
は
，
み
な
梟
首
さ
れ
，
許
に
送
ら
る
。

○

典
略
曰
：
太
祖
は
宮
に
謂
ひ
て
曰
く
、

　
「
公
台
，
卿
は
平
常
よ
り
，
自
ら
智
計
は
餘
り
あ
る
と
謂
ふ
。
今
竟
ひ
に
何
如
な
る
や
」

　
宮
は
顧
み
，
布
を
指
し
て
曰
く
、

　
「
但
だ
こ
の
人
の
，
宮
の
言
に
従
わ
ざ
る
に
坐
す
。
若
し
そ
れ
從
わ
る
れ
ば
，

　
ま
た
未
だ
，
必
ず
禽
と
な
ら
ざ
る
な
り
。
」

（
了
）


